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Abstract 
In this paper the separation of inorganic phosphate mixtures by paper chromatography is studied 
as to how it influences on the variety of五lterp旦persand the solvents. The papers used were No. 
.50， 51， 51 A， 52， 53 and 54 (Toyo Roshi Co.， Chromatographic paper). The solvent systems used 
were: Solvent A) Iso-propyl alcohol-water-formic acid (Berg's solv巴nt);Solvent system B) Aceton-
water-20% trichloroacetic acid (Bernhart & Chess' solve凶 system). The time of run was 6 hours 
at 20oC. for solvent A， and 4 hours at lOoC. and 3 hours at 20oC. for solvent system B. 
The following are the results obtained with paper No. 53: 
1. Paper No. 53 gave the best result of separation and No. 51 came next， and No. 54 gave the 
worst result on both Berg's and Bernhart & Chess' solvents 
2. The Rf-values of ortho-and pyrophosphates were 0.67， 0.34 and 0.79， 0.65， respectively， on 
Berg's and Bernhart & Chess' solvents. 
3. On th巴 solventsystem B， the solvent， mixed aceton 70， water 5 and 20;0 trichloroacetic 
<lcid 25 me.， gave the best result. 
















試料 一水素_iE9 y酸ナトリヲム (Na2HPO.)およびピロ 9y酸ナトリウム (Na，Pp，}
はともに，関東化学の特級品の水溶液にエチノレアノレコールを加えて再結晶し， 1050_1100Cで
脱水した。 ト99シ酸ナト日ヲム (Na5p，01D)は和光純薬の分析用を， メタ 9y酸ナトジワム
((NaP03)nは関東化学の特級品をいずれもそのまま用いたf
溶 媒 2つの溶媒系 A，Bを用いた。




アセトシ 60-70ml，水15-5mA， 20%トPクロロ酢酸 (20gを水lこ溶かし， 濃アジ




モリブデン酸アンモニウム溶液') 特級品 10gを200meの水に溶かし， 濃塩酸(特級
品)10mlと72%過塩素酸(特級品)50meとを加え，水でうすめて H とする。
塩化第一スズ溶液勾 結晶塩化第一スズ(特級品)8 gを濃塩酸(特級品)3me iこ溶かし
たものを源溶液とし，使用時にこの 1-2滴を 0.2規定塩酸で 20mlとした。源溶液は 10日目
毎に新たに調製する。
操作 40cm角のロ紙を 4cm幅に切り，一端から 9cmの所を startlineとし，他端
にガラス棒をつけておもりとする。各試料溶液をぺ{パークロマトグラフ用ミクロピペットで









乾する。 乾燥後モ Pブデシ醸アシモニクム溶液をスプレーし， 80o~90oC の水蒸気で曲和して





ーパークロマトグラフ用 No.50， 51， 51A， 52， 53および54;溶媒としては G.G.Bergの溶
媒1九すなわち溶媒Aと， ~界媒系 B のうちD. N. Bernhart & W. B. Chessの溶媒21 すなわ
ちアセトシ 65me， 水 10me， 20%トDクロロ酢酸25nieのものを用い， Na2HP04および
Na4P20， (ともに 5rP)および両者の混合物 (1:1)の20
0士lOC におけるペーパ{クロマトグラ
ブィーを行なった。 時間は溶媒Aについては 6時間， Bernhart & Chessの溶媒については 3
日制 ←ー一 一一寸0 時間であった。その結果，両溶媒ともに
line 
@ s 15 






A: Na2HPO" B: Na，P20" C: Na2HPO，+ 












溶媒 A 1 ~~LH& とhess










D. N. Bernhart & W. B. Chess2)は， 溶媒としてアセトシ 65mlZ，水10mlZ， 20%トリク
ロロ酢酸 25mlZの混合溶液を，ロ紙として CarlSchleicher & Schuell Co.のNo.589 (orange 





Cで正およびピロ日シ酸ナト Pヲムの下降法による分離を行なった。 すなわち， 20% 
トDクロロ酢酸を 25miとし， アセトシ:水を 60: 15， 65: 10， 70: 5， 73: 2， 75: 0とした場
合と， トPクロロ酢酸を 20miZとし， アセトシ:水を 65: 15， 70: 10とした場合について実験
を行なった。その結果ト日クロロ酢酸は 25miZとした場合の方が20miZとした場合より結果
がよく，またアセトシの量は 70mi以下の万がよい乙とがわかった。
そこでト日クロロ酢酸の量を 25miZとし，アセトシ:水を 60: 15， 65: 10， 70: 5とした溶



























第 2図 正， ピロ， トりおよびメタリン酸塩のペーパークロマトグラム





F: Na2HPO.+Na5P'O，O， G: NむP207十Na5P，O山 H:Na2HPO.十Na.P207十Naム01('1.





































は艮くない。 それで本実験で最適の溶探は，アセト γ70me，水5me， 20%トリクロロ酢酸
25 mlを混合したものとした。
との最適の溶媒を用い，ロ紙 No.53で100C，4時間の条件で下降法によってJE， ピロ，
トりおよびメタリシ酸ナトリヲムの各単独溶液(いずれも 5rP)， およびJE+ピロ， 正+トム
ピロ+ト 9， JE-トピロナト Pシ酸ナトリワム混合溶液(各リシ酸塩はいずれも 5rP)のぺ{パ
ークロマトグラブィーを行なった。その結果が第2図である。
なお， 20oC， 3時間の場合の下降法によるペーパ{クロマトグラムおよびRf値は， いず
れも 100C，4時間の場合とほとんど同じであった。
Bernhart & Chessの実験と比較すると，著者の場合は実験時間が 100C，200Cの場合とも
1時間長く， ~容探のアセトシと水の割合が違っている点に相違があるが，結果は満足すべきも
のであった。
E. Karl-Kroupa町は各種リシ酸塩の分離を二次元によって行なっており， また， D. N. 
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